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 コロナ禍で始まった 4月、徐々にコロナ

が収まるのではと思いました。そして三蜜

を避けながら、少しでも子どもたちと何か

できないかと考え、計画を始めました。小

学校も工夫をしながら、行事もしていて子

どもたちはいろいろな経験をしたことを話

してくれました。記念館でも 6月には横川

親水公園でオリエンテーリングをしまし

た。蔓延防止等重点措置になり、夏休みに

入ったら、徒歩で行ける社会見学に行こう

と計画もしました。オリンピックの前くら

いからコロナ感染拡大が徐々に増え始め緊

急事態宣言になり、見学会は中止になりま

した。そして、学童クラブでは室内ででき

ることを工夫して子どもたちといろいろな

体験をすることができました。 

 緊急事態宣言が解除になり、徐々に感染

者も少なくなり、学校公開に行ったり、お

出かけしたりできるようになりました。恒

例の高尾山登山は、多くの人の参加もあり、

有意義な一時でした。頂上で食べたお弁当

はおいしくみんな笑顔でした。また、向こ

うに富士山がしっかりみえていました。秋

を満喫することができました。そして12月、

子どもたちにとっては楽しいクリスマスが

あります。 

 

 

「クリスマスといえば？」と子どもたち

に質問すると「サンタさんからプレゼント

をもらう日」という答えが返ってきました。

 

今回はトルストイ作『くつやのマルチン』

のお話をします。 

 マルチンは一人で靴を作っていました。

マルチンの奥さんと子どもはすでに亡くな

りました。マルチンが聖書を読んでいると

不思議な声「マルチン、明日お前のところ

に行くよ」という声を聞きました。次の日、

マルチンは外を気にします。すると雪かき

をしていたおじいさんが一人で立ちながら

ボーっとしていました。マルチンは雪かき

のおじいさんにお茶に誘います。おじいさ

んは体も心も温まりました。次に乳飲み子

と母があらわました。お母さんは薄着で、

お乳もでないようでした。マルチンはこの

親子を招き入れ、スープをご馳走し、奥さ

んの上着を使ってもらいました。そんな、

一日が過ぎて、待っていた人が来なかった

と思っていると、不思議な声がして「私が

行ったのに気が付かなかったか」と言って、

おじいさんや若い親子が出てきました。マ

ルチンのやさしい行為が神様に通じまし

た。クリスマス、今困っている人や、苦し

んでいるみんなが幸せになりますように。 
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「クリスマスに願いを」              加藤 輝勢子 
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どんな風に作

ろうかな…？

みんなで話し

合い！ 
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